
評価点：十分に達成できた=４、　概ね達成できた=３、　あまり達成できなかった=２、　達成できなかった=１

領域 実践目標 担当部署
関係する
教育目標

自己
評価

成果 課題 改善策

円滑な学校運営
学校の理念、及び基
本方針を理解してい
る。

理念を踏まえて、学校経営
の基本方針を、自身の学
校教育活動に反映させて
いる。

1

・自分の業務を、学校の理念・方針の中に
位置づけることができている。
・学校の理念・方針をふまえたうえで、学習
活動のねらいを生徒や保護者にきちんと
説明できる。

全体
Ａ、Ｂ
Ｃ、Ｄ
Ｅ

3.4

・生徒への指導はもちろん、地域や企業
等関係機関への説明を、学校の代表と
いう意識で行った。
・リーフレット等を読み込むことでそれに
基づく教育活動を意識することができ
た。
・自己有用感を生徒は獲得している。
・保護者と協力して生徒を教育できた。

・教員個人個人で多少の温度差があ
る。
・保護者も、地域の方も、本校の特徴を
知らない人は多い。

・年度始めだけでなく、定期的に学校の基本方
針に照らして自己の業務を見直す機会を作る必
要がある。
・阪神昆陽は極めて特徴のある学校であり、高
校との交流と職業科教育の２つの大きな使命が
あることを、働く教職員はもちろん、保護者、地域
の方にも知ってもらうための手立てが必要であ
る。

勤務時間の適正化
勤務時間の適正化を
理解し、実践してい
る。

校務・業務の適正化によ
り、超過勤務の縮減を行
う。

2
・会議や作業の効率化に取り組んでいる。
・金曜日はおおむね定時に退勤している。

全体 Ｅ 2.7

・定時退勤日が金曜日なったことで、以
前よりも確実に定時退勤できる日が多く
なった。
・会議は勤務時間内終了を目指して皆
が協力できる雰囲気になってきた。
・自分自身は毎日18時を目途に仕事を
切り上げることができるようになった。
・定時退勤や働き方改革の意識は進ん
でいる。
・今年は担任をもっていないので、でき
る限り勤務時間に仕事を終わらせた。
・できていないことが多い。
・早く帰れない日が多くあった。

・定時勤務を意識し取り組んではいる
が、時期にもよるが、定時退勤すれば
するほど持ち帰り業務も多くなってしま
う。
・定時退勤日が、声かけだけに終わっ
ている。
・業務が終わっているのに遅くまで残ら
ないなど、一人一人の意識をもっと高め
ないといけない。
・意識はあるが、業務量が変わらず、定
時退勤できない。
・校務・業務量が多すぎる。

・省ける作業や妥協できる部分を見極め、実行す
る。
・定時退勤日を、一斉で一日、個人で決めた一
日で二日間実施する。
・従事時間報告を事実に基づき記録するように
する。
・机上を整理整頓し、物を探す無駄な時間を省
く。
・多忙感の解消にも着目する。
・一人一人の情報を１つのソフトに入力すると、
全ての資料に反映できるシステムを作る。
・個々の業務量を均等にする。
・行事・校務の簡略化する。
・意識を高く持ち、終わりの時間を意識して業務
を終えるようにする習慣をつけないといけない。
・職場全体で、各々が主体的に、働き方改革に

本校のいじめ防止基
本方針を理解してい
る。

いじめの未然防止のため
に、生徒アンケートの分析
報告、CoCoLo-34の分析
報告を理解し、いじめの早
期発見や適切かつ速やか
な解決を行う。

3
・いじめが認知された際、基本方針に沿っ
た対応ができる。

生徒指導部 Ｅ 3.4

・生徒指導部を中心に素早い対応がで
きた。
・アンケート結果を保護者、生徒に周知
した。
・いじめアンケートの結果を見て支援で
きたがCoCoLo-34の結果を活用できな
かった。

・今後も引き続き、何が「いじめ」に該当
するか等、問題意識のための研修が必
要だと感じる。
・CoCoLo-34の結果の活用が難しい。

・CoCoLo-34の活用例は県研修所HPに挙げら
れている。多くは本校の自立活動で取り組まれ
ているものが多い。自立活動の年間計画が
CoCoLo-34に関わる要素であるところを教員に
周知する必要がある。

本校の危機管理体制
を理解している。

災害時配備体制、防災管
理体制、様々な危機への
対応（救急、AED、熱中
症、てんかん、アレル
ギー、心のケア、避難経
路、火災、地震、水害、不
審者対応、個人情報保護
など）を整備し危機管理意
識を向上させる。

4
・危機管理マニュアルが適正に保管され、
自分の関係する部分は理解できている

総務部
支援・保健部

Ａ、Ｂ
Ｅ 3.3

・自分の関する部分は概ね把握し、訓
練等では実践できた。
・毎年の更新、訂正がなされている。
・分掌の関係もあり定期的にチェックし
て自分の仕事を理解するようにした。
・訓練で役割を発揮できた。
・完全に覚えていないが時々見ている。

・避難後に出張等の不在者の把握で混
乱したことがあった。避難時に持ち出す
書類だが、担当者が不在の時にどのよ
うにするかが課題。
・本当に、想定外のことにも対応できる
マニュアルになっているか、大勢での点
検作業も必要ではないか。

・教員も年休・出張は極力WBに記載するように
する。持ち出し者の見直し。
・研修会で、マニュアル大改訂をやる必要があ
る。

生徒支援

スクールカウンセリン
グや支援会議を活用
し、生徒の支援を
行っている。

生徒一人ひとりの環境や
障害を考慮し、カウンセリ
ングや支援会議、ケース
会議を通して本人にとって
最適な支援が受けられる
ようにする。

1

・生徒、保護者、教員がスクールカウンセ
リングを活用している。
･個別の教育支援計画を作成・活用し、連
続性のある支援を行っている。

支援・保健部
Ａ、Ｂ
Ｃ、Ｄ
Ｅ

3.3

・個別の教育支援計画等は、卒後のア
フターフォローの際にも、在学時の情報
提供として役に立っており、旧担任が異
動の際は、特に活用した。
・スクールカウンセリングを何度も活用
し、アドバイスをもらった。

・各月の相談件数に差があるため、うま
く時間内に日程を組み入れることができ
ない時や、学校行事のため、計画通り
に相談ができない時があった。

・教師自身のメンタルヘルスのため、教師自身が
もっとカウンセリングを受けてもよいのではない
か。
・もっと担任が困っている部分を助けてもらうとよ
い。
・教師も含めて、カウンセリングの内容や有効性
についてもっと紹介したりすることなど必要であ
る。

生徒指導

社会のルールやマ
ナーを遵守する態度
を身につけさせる具
体的な取り組みを
行っている。

生徒の卒業後の生活を見
据えた生徒指導を行う。

2

・社会のルールやマナーを意識させた指
導を行っている。
・規範意識を育む、日常の指導や声掛け
を行っている。

生徒指導部 Ａ、Ｅ 3.2

・社会的常識の範囲で指導を行った
が、生徒との関係が築けていなかった
り、特別支援学校ならではの個に応じ
た指導に苦労した部分もあった。
・よく努力している。
・教員も共通意識を持っている。
・髪を染めるなどメイクをしたり、ピアス
をしている生徒が増えているように思わ
れる。
・全生徒にルールを守らせることは難し
いが、一人一人にあった声かけをした。

・情報共有不足で、指導の連携が難し
いことがあった。
・各々発達段階や課題の違う生徒たち
や、各々価値観が違う教員集団が、どう
一つにまとまるかが課題である。
・それを禁止する校則がないこと。
・教員の共通理解に起因する、指導の
ばらつきが見られた。

・時間のある時は積極的に教員同士で意見交換
や情報収集したり、速報ページをマメに閲覧す
る。
・生徒たちに、ルール作りをさせる場面を意図的
に作り、そのルールを守らせる支援を行う。
・ノーマライゼーションの実現の理念に基づき、
両校のルールは大きく離れないように作られて
いる。化粧ピアス等の禁止はこの理念と離れる
ため、学校の方向性も含めての検討が必要。
・年齢相応のファッションを学ぶ機会、社会人とし
てのマナーを学ぶ機会として学校生活を捉える。
学年毎で共有した社会人像について支援を行
う。

進路指導

職業的自立につなが
る指導と、関係機関
との協力体制のもと、
系統的、組織的な指
導を行っている。

生徒の卒業後を見据えた
進路指導計画を作成し、
企業及び関係機関等との
連携を密にした進路指導
を行う。

3

・職業的自立につながる指導・支援を、
個々の生徒の特性に応じて継続的に行っ
ている。
・企業やハローワークと協力し、就労支援
に かかる情報共有や課題解決のための
取組を行っている。
・卒業後、就労等において、必要に応じて
アフターフォローを行う。

進路指導部
Ａ、Ｄ
Ｅ 3.4

・アフターフォローや実習の巡回を始
め、日常より細かい連絡を取り、連携を
密に行った。また、生徒に対しても、身
近な先輩の事や社会（職場）の生の声
を伝えた。
・就職３９名（内、特例子会社１５名）。可
能な限り、一人でも多く一般企業への就
職に導くことができた。
・生徒にあった進路指導が行えた。
・在校生だけではなく卒業生にも定期的
に声かけをした。

・実習を中心に、進路指導部としての思
いや意識や、障害者雇用、就ポツなど
の情報について、教員の中で共有でき
ていない部分もあった。
・様々な理由で、就職に導けない生徒
がいた。
・書類の決裁など、事務量が多い。

・実習前などは研修を行うなど、確実におさえる
べきことを教員に伝える。
・教員に対する研修の機会を増やす必要があ
る。
・本校に入学するのが本当に良いのかどうか、
中学の進路指導の教員や、保護者、生徒により
いっそう知ってもらう必要がある。
・３年の進路指導に関する仕事量と、職員数、勤
務時間とのアンバランスを解消する。

授業等

主体的・対話的で深
い学びの視点から授
業改善を行ってい
る。

公開授業等を実施したり、
授業改善に係る研修に参
加し、生徒の資質・能力を
向上させる。

4

・公開授業等を実施し、授業改善に係る校
内研修をして、生徒の資質・能力を向上さ
せている。
・授業においてICTの効果的な活用、ユニ
バーサルデザイン化を取り入れている。

教務部
Ａ、Ｃ
Ｅ 3.2

・自分の担当の授業では、かなり綿密
に教材研究を行った。その結果、どの
生徒もある一定の学習活動を確保でき
たと思える授業があった。
・できる限り生徒が興味を持って臨める
ように工夫した。
・今年は新たにｉｐａｄを活用して調べ学
習をさせた。

・定期的な公開授業は、効果があるが、
研修結果を十分にいかせなかった。
・高校との調整等もあるが、開催時期に
疑問がある研修がある。
・研修の仕方を工夫しなければ、全職員
に周知徹底するのは難しいと感じる。
・ｉｐａｄを使いたいが、数が足りていな
い。

・研修の開催時期に全員が満足できるわけでは
ないが、他の行事と重なりを避けて、集中して参
加できる開催ができるようにする。
・授業の中で、パワーポイント以外にも有効な支
援の手立てがあれば研修を受けたい。
・もっと公開授業や研究授業があってもいいと思
う。
・研修の数を増やす。

特別支援教育のセン
ター校として、積極的
な活動を行っている。

併設の高等学校のみなら
ず、地域の小・中学校及び
近隣の定時制高等学校
等、幅広い教育相談を実
施し、支援や助言を行う。

5

・阪神昆陽高等学校の特別支援教育委員
会、通級指導のサポートを行っている。
・他校で行う研修会の講師として講演を
行ったり、ケース会議に参加し、指導助言
を行っている。

支援・保健部
Ａ、Ｂ
Ｃ、Ｄ 3.3

・支援部の教員を中心に、しっかり取り
組んで知る。
・本校で集まりがある時は見に行けるの
で勉強になった。

・一部の先生に負担が偏っている気が
する。

・校内でさらにセンター校として取り組んでいる内
容の情報発信をしていくことが必要である。
・コーディネーター以外の人も同行して体験する
など、引継ぎ、分担化も含めて検討が必要であ
る。

両校が、ともに助け
合って生きていくこと
を実践的に学ぶ機会
を設定している

併設の高等学校の授業で
講師として講演・授業を行
い、ノーマライゼーションの
推進に取り組む。

6

・阪神昆陽高等学校の授業を行うことが、
生徒が様々な障害への理解を深めること
につながっている。
・特別支援学校の生徒が高等学校の授業
「ノーマライゼーション」へ参加するなど、
ノーマライゼーションの推進に向けての取
組を行っている。

支援・保健部
担当教員

Ａ、Ｂ
Ｃ、Ｄ 3.2

・新しく来られた先生を中心に、よくして
いると思う。また、ノーマライゼーション
の中身の改善等もよかった。
・共同の学びやノーマライゼーションの
授業で知り合った生徒への声かけをし、
生徒同士の交流のきっかけをつくった。
・高校で授業をして高校生に障害のこと
を伝えることができた。

・教員の中でも、まだ理解が深まってい
ないところがある。

・交流している授業や部活、生徒会活動でのエピ
ソードを通して、生徒の意識について確認し、高
校の教師と情報共有したり、具体的に対応して
いくことが今後も必要である。

交流及び共同学習を
拡充させ更に発展さ
せている。

両校生徒が共に学ぶ教
科・科目や学習形態等に
ついて、研究等を進め推
進する。

7

・共同の学習活動に向け、両校の担当者
が定期的な打ち合わせ、情報共有を行っ
ている。
・交流及び共同学習の考察、検証を行うた
めに、定例の推進委員会を行っている。

教務部
Ａ、Ｂ
Ｃ、Ｄ 3.3

・両校の先生が、共同の委員会や授業
の打合せなど熱心に取り組んでいる。
・両校の生徒が授業や課題を通じて交
流を深めることができた。

・共同の委員会では、毎年同じ様な会
議になってしまっている。
・教員の打ち合わせや情報共有がもっ
とできればよい。
・水曜以外に会議はできないか？（部活
動があるので）

・共同の学びの目的や内容の素晴らしさを全職
員でもっと共有する。
・全職員が参加する、共同の学びの研修会を設
定し、そこで共同の学びの報告や今後について
話し合う機会を作る。
・会議や授業前以外でも話ができる時間をつく
る。

特別支援学校・高校
両校の取り組みを発
信している。

両校の実践を県内のみな
らず、全国へ発信する。

8

・両校の実践についてHPで情報を更新し、
保護者、地域へ情報提供している。
・「SPIRIT」を作成し、配布する。
・各説明会、地域で両校の取組内容を紹
介する。

教務部
総務部　他

Ａ、Ｂ
Ｃ、Ｄ 3.1

・HPの更新はよくされていると思うが、
わかりにくいという声もあった。
・HPが見にくい。

・根拠はないが、どこまで発信できてい
るのか？見てもらい理解してもらってい
るのが不明。
・せっかくの取組がHPで反映されていな
い。

・閲覧カウントの時期や数の調査。どこに何を発
信するかの戦略。
・HPを、見やすく魅力的なものに変える。

合理的配慮の提供と
個別の教育的ニーズ

への対応

合理的配慮の提供
や、生徒一人ひとり
に丁寧な指導と支援
を行っている。

生徒一人一人の障害の状
態や発達の段階、特性を
把握して、合理的配慮の
観点を踏まえ、個別の指
導計画を作成し、個に応じ
た指導を行う。

1

・PDCAサイクルによる、個別の指導計画
の作成・評価・改善を行っている。
・PDCAサイクルによる、保護者、関係機関
と連携した個別の教育支援計画作成し、
評価・改善を行っている。

教務部
支援・保健部

Ａ、Ｅ 3.1
・基本的には意識して取り組んでいる。
学校としても個に応じた指導を組み立て
るシステムは構築されている。

・「個、職業科、特別支援」など見方が多
く、生徒への指導への思いや指導方法
への共通認識ができていないところが
ある。
・Ｃ，Ａの部分がまだ十分ではない。
・教員間で温度差があると感じる。
・もっと支援会議などが積極的に活用さ
れるべき。
・忙しさ、業務に追われてるので、生徒
への支援のための時間確保が課題で
ある。

・キャリア教育発達段階表を新しく作り変え、令
和２年度から、その発達段階表を見ながら、その
生徒が今どの段階なのか、共通認識を持って、
指導にあたっていく。それと、同時に、それぞれ
の思いや意見を出し合って、お互いの力を高め
あっていく。
・業務改善を行い、忙しさを緩和し、一人一人の
生徒にもっと向き合っていけるようにする。

キャリア教育の推進

職業自立と社会自立
にむけた教育課程で
あることを理解し、指
導している。

社会人として主体的に生
活を営むことができる力を
育成するための教育課程
を理解し実践する。

2

・将来、社会に貢献しながら自分らしく生き
る力を育成するための教育課程を実践し
ている。
・技能検定の取組を通じて、生徒にその基
礎となる力を体験を通して習得させ、生徒
の自己効力感につなげている。

教務部
Ａ、Ｂ
Ｃ、Ｄ
Ｅ

3.3

・技能検定の会場校ということもあり、大
変だったが職員が概ね共通認識を持ち
取り組めた。企業を中心に多くの外部
者の来校もよかった。
・技能検定を受検するしない関係なく授
業に取り入れるのは良いことだと思っ
た。

・全職員が、技能検定の内容に精通し、
指導できるかについて、まだ改善の余
地がある。

・技能検定の研修を充実させて、その必要性や
内容に全職員が精通していけるようにする。
・生涯に渡って良い影響を及ぼすことができる教
育活動を目指して、日々の授業や実習、教育課
程を見直していく機会を設ける。

人権教育
人権を正しく理解し、
相互に尊重し合う心
を育成している。

人権学習を通じ、共生社
会の実現に向け、人の価
値の平等や異なる価値観
に対する相互理解を図る。
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・各人権課題（拉致問題、障害理解・障害
受容など）に取り組み、自己肯定感を育ん
でいる。
・他者の人権に関する理解を深め、社会に
おける様々な人権侵害や差別を許さない
姿勢を育んでいる。

総務部
Ａ、Ｂ
Ｄ 3.2

・人権に関しては、職員向け研修も含
め、生徒に指導するために、よく取り組
んめた。
・精いっぱい取り組んでいると思う。

・生徒一人一人について、十分に教育
効果が表れているか、検証すべき。
・授業の回数が少ない。

・教員同士も相互に尊重し合える職場を作るた
め、教員の相互理解を高められる機会（研修？）
を作る。
・人権の授業をもっと増やす。

防災教育

防災学習や訓練の必
要性、また防災ジュ
ニアリーダーの取組
を理解している。

体験的な防災学習を含
め、様々なケースを想定し
た防災学習や防災訓練を
実施する。
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・地震・津波・水害・火災避難訓練を行い、
災害への対応力を高めている。
・特別支援学校の生徒が防災ジュニアリー
ダーに参加する取組を理解している。

総務部 Ａ、Ｄ 3.3

・避難訓練を柱とした震災学習および職
員向け研修の実施と、よく取り組めた。
・2年間継続している防災ジュニアリー
ダーにおける学びは大きく、評価も高
い。
・防災ジュニアリーダーに参加した生徒
と一緒に、防災について考える機会が
できた。
・ジュニアリーダー参加者が活躍する場
が用意されており、成長できる機会と
なっている。

・職員の防災意識の向上については一
定の成果があったと思うが、防災学習
や震災学習等、生徒全員参加の集会で
の職員の協力体制は今後の課題であ
ろう。
・防災ジュニアリーダー研修に関して
は、特別支援学校からの参加が本校だ
けだったので、生徒は引け目を感じてい
るようだった。この意識の払拭が今後の
課題である。

・防災の担当者であるなしに関わらず、防災学習
をフォローする意識向上に努める必要がある。
・この２年間のリーダー研修の様子を、次年度参
加者に伝える。十分な心の準備をした上で、参
加させる。

心と体の学習プロジェクト

心と体の発達に関す
る教育、性教育を重
要課題とし、学校全
体で取り組んでいる。

思春期の生徒が、望まし
い異性との関係を築き、妊
娠・出産･中絶に対する正
しい知識を身につけ、自他
を大切にする態度を育成
する。
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・プロジェクトメンバーが中心となり、年間
の取組を計画的に進めている。
・生徒に対して正しい性の知識を教えるこ
とができるように研修し、教員のスキルを
高めている。

支援・保健部
保健体育科

他

Ａ、Ｂ
Ｅ 3.3

・初年度としては、内部講師・外部講師
の協力により校内の研修を充実させる
ことができた。授業でも時間を確保し生
徒に教えることができた。
・具体的な内容を繰り返し授業で伝える
ことで意識を持てるようになってきた。

・会議を定期開催できなかった。
・まだまだ手探りのため、評価を「３」に
しているが、これからの重要な課題の一
つであると感じる。
・支援や指導が必要な生徒への関わり
が、タイムリーでないことがある。
・議事録を見れるような工夫が必要だっ
た。

・継続こそが改善策だと感じる。
・定期的な会議を開催し、初期対応ができるよう
にする。
・情報の共有と指導を教員全員で取り組む。

Ⅲ
　
課
題
教
育

令和元年度 県立阪神昆陽特別支援学校  学校自己評価シート

評価の観点 行動指標

Ⅰ
理
念
・
経
営
方
針
・
重
点
方
針

危機管理体制の整備

Ⅱ
　
特
別
支
援
学
校
の
役
割
と
校
務
運
営

特別支援学校の
センター的機能の充実

及び
阪神昆陽高等学校との

連携

阪神昆陽の理念

阪神昆陽の両校がともに助け

合って生きていくことを実践的に

学ぶ機会を設定し、ふれあいを

通じた豊かな人間性を育むととも

に、社会におけるノーマライゼー

ションの理念を進展するための

礎となる学校をめざす。

特別支援学校の教育方針

１ 安全安心に学べる学校

２ 授業の充実、個別の指導計画の充実

（１）実態に応じたねらい・目標の明確化・見える化

（２）活動の前には『めあてと活動内容の具体』を示す

（３）個別の指導計画・個別の教育支援計画の充実

３ キャリア教育・就労支援の充実

４ 合理的配慮の提供

５ インクルーシブ教育システムの構築

（１）阪神昆陽高等学校の通級指導のサポート

（２）交流および共同学習の充実

（３）センター的機能としての役割：高等学校等の支援

阪神昆陽特別支援学校の教育目標

１ 「働く人になる」という明確な意思を持ち、社会的・職業的自立を目指す生徒

を育成する。

２ 夢・希望･目標を掲げ、主体的に生活を営むことができる生徒を育成する。

学校経営方針

Ａ 生徒の社会的・職業的自立 を支援するための、職業教育に重点を置く高等部の特別支援学校である。それぞれの学校

が、それぞれの設置趣旨に従って、校訓「日常実践」のもと、一人一人の生徒の「生きる力」、すなわち「確かな学力」「豊かな

心」「健やかな体」を育む。

Ｂ 人権尊重の理念に対する理解を深め、生命の尊厳を基盤に、自他に対する肯定的な態度と共生社会の実現に主体的に

取り組む実践力を育成する。

Ｃ 両校は、同一敷地に設置されたメリットを最大限に生かして交流及び共同学習を推進し、ふれあいを通じた豊かな人間性

を育むとともに、社会におけるノーマライゼーションの理念を進展する礎となる学校をめざす。また、両校の実践を県内のみな

らず全国へ発信する。

Ｄ 学校評議員制度や高校生ふるさと貢献活動事業、特別支援学校交流・体験チャレンジ事業などを活用して伊丹市池尻地

区や尼崎市西昆陽地区など、学校周辺の地域と連携した教育活動を推進し、また、近隣の幼稚園、小学校との幼小高連携を

通して、地域に開かれた、地域に愛される学校をめざす。

Ｅ 「教育は人なり」という言葉があるように、両校の教職員は、教育の専門家としての使命感と高い倫理観を保持し、豊かな

人間性の涵養に努める。また、専門性と実践的指導力の向上や、社会の変化に対応した教育観を培うことをめざして、研究と

修養に努める。


